
命
も
経
済
も
守
る
対
コ
ロ
ナ
戦
略

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
わ
れ
わ
れ
の
社
会
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
先
般
、
京
都
大
学
准

教
授
の
関せ

き

山や
ま

健た
か
し

氏
と
筆
者
ら
は
専
用
サ
イ
ト
を
構
築
し
、
こ
の

問
題
の
「
出
口
戦
略
」
に
関
す
る
緊
急
提
言
を
発
表
し
た
。
緊
急

提
言
の
主
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。

ま
ず
、
政
府
が
実
現
を
め
ざ
す
一
日
二
万
件
の
検
査
で
は
、
感

染
拡
大
の
抑
制
も
真
の
経
済
回
復
も
果
た
せ
な
い
。
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
進
む
た
め
に
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
全
国
民
が
、
希
望
す

れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状
況
を
定
期
的
（
二
週
間

に
一
回
程
度
）
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
継
続
的
に
陰
性
の
人
び
と

は
安
心
し
て
外
出
や
仕
事
を
再
開
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
、
遅
く

と
も
半
年
以
内
に
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
だ
。

周
知
の
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
二
つ
の
ル
ー
ト
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一
九
七
四
年
東
京
都
生
ま
れ
。九
七
年
、京
都
大
学
理
学
部
卒
業
後
、大
蔵
省（
現
・
財
務
省
）入
省
。二
〇
〇
三
年
、京
都
大
学

大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。〇
五
年
、財
務
総
合
政
策
研
究
所
研
究
官
。〇
八
年
、一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
博
士
課
程
入
学
、世
界
平
和
研
究
所
、一
橋
大
学
経
済
研
究
所
准
教
授
、法
政
大
学
経
済
学
部
准
教
授
を
経
て
、一
五
年

よ
り
現
職
。そ
の
他
、財
務
省
・
財
務
総
合
政
策
研
究
所 

上
席
客
員
研
究
員
、経
済
産
業
研
究
所 

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ

ロ
ー
、新
時
代
戦
略
研
究
所（
I
N
E
S
）理
事
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を
兼
任
。

（法政大学経済学部教授・
  鹿島平和研究所理事）
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で
人
命
を
脅
威
に
晒さ

ら

す
。
一
つ
は
重
症
化
に
よ
る
死
、
そ
し
て
も

う
一
つ
は
外
出
制
限
や
営
業
自
粛
の
長
期
化
に
よ
る
経
済
的
死

だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
び
と
の
移
動
制
限
を
徹
底
す
る
と
経
済

が
甚
大
な
損
失
を
被こ

う
むり
、
制
限
を
緩
め
る
と
感
染
が
拡
大
し
人
び

と
の
命
が
奪
わ
れ
る
、
と
い
う
構
図
に
陥お

ち
いっ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
な
か
、
い
ま
日
本
社
会
は
二
つ
の
立
場
や
対
立
に
引

き
裂
か
れ
つ
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
命
を
重
視
す
る
立
場
と
、
経

済
を
重
視
す
る
立
場
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
対
策
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
海
外
や
国
内
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
、
現

時
点
で
そ
の
結
果
を
評
価
す
る
の
は
早
計
で
、
お
そ
ら
く
結
果
論

的
に
歴
史
が
評
価
す
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、「
命
」
や
「
経
済
」

の
視
点
か
ら
一
つ
の
参
考
に
な
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
連

邦
準
備
理
事
会
）
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
あ
る
セ
ル
ジ
オ
・
コ
レ
イ

ア
氏
ら
の
一
九
一
八
年
ス
ペ
イ
ン
風
邪
に
関
す
る
論
文
だ
。
こ
の

論
文
の
分
析
に
よ
る
と
、
当
時
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
製
造
業
の
産

出
量
を
一
八
％
も
減
少
さ
せ
た
も
の
の
、
よ
り
早
い
段
階
か
つ
長

期
の
非
薬
物
的
介
入
（
例
：
外
出
制
限
や
社
会
的
距
離
）
を
実
施

し
た
都
市
の
ほ
う
が
、
そ
う
で
な
い
都
市
と
比
較
し
て
、
死
亡
率

（
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
の
一
九
一
八
年
の
死
亡
者
数
）
も
低
い

と
と
も
に
、
そ
の
後
の
雇
用
の
伸
び
（
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
一

九
年
の
製
造
業
）
が
高
い
傾
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
が
闘
う
敵
は
ウ
イ
ル
ス
で
あ
り
、「『
命
』
を
守
る

か
、『
経
済
』
を
守
る
か
」
と
い
う
観
念
的
な
二
項
対
立
を
続
け

て
い
て
も
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
緊
急
事

態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
感
染
が
再
び
拡
大
し
、
医
療
崩

壊
を
防
ぐ
た
め
に
自
粛
が
再
開
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
「
出
口
」
と
は
、「
命
」
か
「
経
済
」
か

の
二
項
対
立
で
は
な
く
、
徹
底
し
た
検
査
に
よ
り
、
人
び
と
が
安

心
し
て
消
費
、
教
育
、
運
動
、
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
社
会
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
な
る
「
命
も
経
済
も
守
る
出
口
戦
略
」
で
あ
る
。
そ

の
鍵
を
握
る
の
が
検
査
の
拡
充
だ
。以
下
、簡
単
に
説
明
し
よ
う
。

感
染
症
学
と
経
済
学
の
融
合
を

ま
ず
、
感
染
症
対
策
の
基
本
は
「
検
査
」
と
「
隔
離
」
で
あ

り
、
感
染
拡
大
の
抑
制
の
た
め
、
そ
の
徹
底
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
く
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
そ
の

感
染
力
の
問
題
も
あ
る
が
、
潜
伏
期
間
が
長
く
無
症
状
感
染
者
も

多
い
た
め
に
、
検
査
を
適
切
に
行
な
う
こ
と
が
対
策
の
う
え
で
も

非
常
に
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
わ
が
国
で
は
、
い
わ
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ゆ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
を
主
な
戦
略
と
し
て
こ
れ
ま
で
多
く
の
成

果
を
上
げ
て
き
た
が
、
検
査
対
象
を
絞
り
、
そ
の
接
触
者
の
追
跡

に
主
眼
が
置
か
れ
た
た
め
に
、
検
査
数
は
諸
外
国
に
比
べ
て
極
め

て
低
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
都
の
検
査
で
も
、
ク
ラ
ス
タ

ー
対
策
と
は
別
ル
ー
ト
の
感
染
も
多
数
発
生
し
、
感
染
経
路
を
追

え
な
い
市
中
感
染
や
院
内
感
染
が
急
激
に
一
時
、
増
加
し
た
。
こ

の
意
味
で
も
検
査
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
検
査
の
拡
充
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
新
規
感

染
。
抗
原
検
査
を
含
む
）
と
抗
体
検
査
（
既
感
染
）
の
二
つ
の
検

査
を
併
用
す
る
こ
と
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
偽

陰
性
と
な
る
一
定
の
確
率
が
存
在
す
る
た
め
、
抗
体
検
査
に
よ

り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
見
落
と
し
て
い
た
感
染
の
広
が
り
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
、
外
出
制
限
や
自
粛
を
含
め
た
非
薬

物
的
介
入
を
解
除
す
る
た
め
の
判
断
基
準
の
一
つ
は
、
一
人
の
感

染
者
が
何
人
に
感
染
さ
せ
る
か
を
示
す
「
実
効
再
生
産
数
（
Ｒ
）」

を
一
未
満
に
す
る
こ
と
だ
が
、
そ
も
そ
も
検
査
が
追
い
付
か
ず
、

わ
が
国
は
い
ま
も
本
当
の
感
染
者
数
の
推
移
を
把
握
で
き
て
い
な

い
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
の
拡
充
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

「
真
の
Ｒ
」
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
に
必
須
で
あ
る
。
ま
た
、
抗

体
検
査
に
よ
る
感
染
率
の
推
計
に
よ
っ
て
、
効
果
的
な
介
入
の
選

112

図表1 感染数と死亡者数の関係

（出所）https://ourworldindata.org/（2020年5月5日時点データ）のから作成
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択
や
介
入
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

一
方
で
、
す
で
に
外
出
制
限
や
営
業
自
粛
に
よ
る
資
金
繰
り
悪

化
や
コ
ロ
ナ
関
連
倒
産
が
出
始
め
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
、
感
染

し
て
い
な
い
人
び
と
の
ほ
う
が
多
い
は
ず
だ
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
人
び
と
に
外
出
制
限
や
自
粛
が
要
請
さ
れ
た
理
由
は

何
か
。
そ
れ
は
、
感
染
の
有
無
に
関
す
る
「
情
報
の
非
対
称
性
」

が
存
在
す
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
も
自
分
自
身
の
感
染
の

有
無
を
判
断
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
。
だ
か
ら
、
外
出
制
限
や

自
粛
に
よ
り
、
他
人
と
の
接
触
を
減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
、
通
常
の
経
済
活
動
を
再
開
す
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
が

互
い
の
感
染
の
有
無
に
つ
い
て
判
別
が
で
き
た
ら
、
状
況
は
劇
的

に
変
わ
っ
て
く
る
。
感
染
症
対
策
と
経
済
学
の
視
点
を
融
合
さ
せ

ず
、「
検
査
」
を
た
ん
に
感
染
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、
感
染
の

有
無
の
み
に
利
用
す
る
の
は
視
野
が
狭
い
。
検
査
で
陽
性
反
応
が

出
た
者
の
「
隔
離
」
は
当
然
だ
が
、
経
済
政
策
の
視
点
も
取
り
込

み
、
継
続
的
な
「
陰
性
者
」
を
徐
々
に
自
由
な
経
済
活
動
に
戻
す

「
出
口
戦
略
」
の
立
案
や
そ
の
環
境
整
備
が
極
め
て
重
要
だ
。

も
っ
と
も
、
検
査
拡
大
に
伴
う
偽
陽
性
の
問
題
で
医
療
崩
壊
を

招
く
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
こ
の
た
め
、
緊
急
提
言
で
は

「
擬
陽
性
は
再
度
検
査
」
等
と
記
載
し
て
い
る
。
詳
細
は
エ
ク
セ

ル
・
フ
ァ
イ
ル
（
https://bit.ly/2W
SPeix）
で
確
認
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
た
と
え
ば
「
感
染
率
＝
一
％
か
つ
特
異
度
九
九
・

九
％
」
の
場
合
、
連
続
二
回
検
査
陽
性
を
「
陽
性
」
と
定
義
す
る

と
、
東
京
都
の
人
口
（
一
三
九
五
万
人
）
で
も
偽
陽
性
は
一
四
人

に
な
る
。
か
り
に
、
同
じ
条
件
で
、
連
続
三
回
検
査
陽
性
を
「
陽

性
」
と
定
義
す
る
な
ら
ば
、
東
京
都
の
人
口
（
一
三
九
五
万
人
）

で
も
偽
陽
性
は
〇
人
に
な
り
、
陽
性
判
定
は
一
〇
〇
％
に
な
る
。

ま
た
、
偽
陰
性
の
問
題
も
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、

連
続
数
回
（
例
：
二
回
）
検
査
を
行
な
っ
て
継
続
的
（
例
：
二
回

連
続
）
に
陰
性
の
と
き
に
「
陰
性
」
と
し
、
そ
れ
以
外
は
「
陽

性
」
と
す
る
対
応
も
重
要
だ
が
、
情
報
の
非
対
称
性
を
解
消
し
、

わ
れ
わ
れ
が
お
互
い
に
検
査
結
果
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
）

を
容
易
に
確
認
で
き
る
環
境
整
備
も
重
要
で
、
た
と
え
ば
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
等
検
査
陰
性
証
明
書
の
発
行
も
考
え
ら
れ
る
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
工
科
大
学
の
ア
シ
モ
グ
ル
教
授
ら
の
最
近
の
論
文
も
似
た
問

題
意
識
を
も
っ
て
い
る
が
、
外
出
制
限
や
自
粛
と
い
っ
た
一
律
の

政
策
で
は
な
く
、「
命
」
も
「
経
済
」
も
守
る
も
の
と
発
想
を
転

換
す
る
こ
と
で
、
ウ
イ
ル
ス
を
封
じ
込
め
な
が
ら
、
感
染
リ
ス
ク

や
年
齢
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
特
性
に
応
じ
て
、
通
常
の
経
済
活

動
を
取
り
戻
す
た
め
の
戦
略
を
早
急
に
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
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半
年
で
五
七
兆
円
超
の
経
済
損
失

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
も
の
の
、
現
在
の
経
済
状
況
は

極
め
て
深
刻
で
あ
り
、
大
規
模
な
連
鎖
倒
産
を
回
避
す
る
に
は
、

残
り
半
年
程
度
が
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
に
な
る
。
つ
ま
り
、
一
刻
の

猶ゆ
う

予よ

も
な
い
の
だ
。

売
上
が
前
年
同
月
比
で
九
割
減
の
企
業
も
あ
る
が
、
東
京
商
工

リ
サ
ー
チ
の
第
四
回
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
」
調
査
（
速
報
値
）
に
よ
る
と
、
前
年
同
月
に
お
け
る
四
月

の
売
上
を
一
〇
〇
と
す
る
と
き
、
一
〇
九
〇
五
社
の
う
ち
約
八
四

％
の
企
業
が
前
年
割
れ
で
、
売
上
の
中
央
値
は
全
企
業
・
中
小
企

業
・
大
企
業
の
い
ず
れ
も
八
〇
％
で
あ
る
。
五
月
以
降
の
売
上
減

は
さ
ら
に
加
速
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
か
り
に
こ
れ
ら
産
業
の
売

上
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
前
年
同
日
比
で
一
日
二
〇

％
減
少
と
予
測
す
る
と
き
、
日
本
全
体
の
「
売
上
蒸
発
」
は
ど
の

程
度
に
な
る
の
か
。

一
つ
の
参
考
に
な
る
の
が
、
経
済
産
業
省
が
公
表
す
る
「
経
済

セ
ン
サ
ス
・
活
動
調
査
」
で
あ
る
。
直
近
（
二
〇
一
八
年
六
月
）

の
確
報
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
に
お
け
る
全
産
業
の
売
上
高
は

約
一
六
二
五
兆
円
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
約
五

三
一
兆
円
な
の
で
、
全
産
業
の
売
上
高
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
三
倍
で
あ

り
、
全
産
業
に
お
け
る
一
日
当
た
り
の
売
上
高
は
平
均
で
約
四
・

五
兆
円
で
あ
る
。
ま
た
、
全
産
業
の
売
上
高
の
う
ち
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
等
の
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
は
約
二
五
兆
円
、
映
画
館

や
劇
場
等
の
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
・
娯
楽
業
は
約
四
六
兆
円
、

デ
パ
ー
ト
等
の
卸
売
業
・
小
売
業
は
約
五
〇
一
兆
円
だ
。
こ
れ
ら

産
業
の
売
上
高
が
全
産
業
の
売
上
高
に
占
め
る
割
合
は
約
三
五
％

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
産
業
に
お
け
る
一
日
当
た
り
の
売
上
高
は
平

均
で
約
一
・
六
兆
円
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
長
期
間
に
わ
た
る
外
出
制
限
や
飲
食
店
な
ど
の
営

業
活
動
の
自
粛
に
よ
る
売
上
蒸
発
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
の
宿
泊

業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、
映
画
館
や
劇
場
等
の
生
活
関
連
サ
ー
ビ

ス
業
・
娯
楽
業
、
デ
パ
ー
ト
等
の
卸
売
業
・
小
売
業
だ
け
で
、
一

日
平
均
約
〇
・
三
二
兆
円
で
あ
り
、
一
カ
月
で
九
・
六
兆
円
に
な

る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
試
算
は
前
提
に
依
存
す
る
が
、
自
粛
が

長
期
化
し
、
三
カ
月
継
続
す
る
と
、
二
八
・
八
兆
円
の
売
上
蒸
発

に
な
る
。
六
カ
月
継
続
な
ら
ば
五
七
・
六
兆
円
（
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

約
一
〇
％
）
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
の
売
上
蒸
発
が
数
カ
月
に
わ
た

っ
て
継
続
す
る
と
、
企
業
の
資
金
繰
り
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
想
像
に
難か

た

く
な
い
。
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実
際
、
二
〇
二
〇
年
版
の
「
中
小
企
業
白
書
」（
四
月
二
十
日

閣
議
決
定
）
で
は
、「
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
今
後

半
年
間
で
資
金
繰
り
難
が
深
刻
化
す
る
可
能
性
」
を
指
摘
し
て
い

る
。
ま
た
、
二
〇
一
八
年
度
の
法
人
企
業
統
計
調
査
（
財
務
省
）

に
よ
る
と
、
資
本
金
一
〇
〇
〇
万
～
五
〇
〇
〇
万
円
の
中
小
企
業

が
保
有
す
る
現
預
金
は
運
営
コ
ス
ト
の
約
三
カ
月
分
し
か
な
い
。

大
規
模
な
連
鎖
倒
産
が
本
格
化
す
る
前
に
、
全
国
民
が
希
望
す

れ
ば
一
～
二
週
間
に
一
度
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
を
受
け
ら
れ

る
体
制
（
一
日
一
〇
〇
〇
万
～
二
〇
〇
〇
万
件
の
検
査
）
を
整
備

し
、
継
続
的
に
陰
性
の
者
は
安
心
し
て
外
出
や
仕
事
を
再
開
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
批
判
よ
り

も
、
ど
う
や
っ
て
実
現
す
る
か
の
視
点
が
重
要
で
あ
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
に
限
ら
ず
、
高
精
度
で
有
用
性
が
高
い
検
査
は
積
極
的
に
取

り
入
れ
る
姿
勢
も
重
要
だ
。

ま
た
、「
出
口
」
へ
の
移
行
は
、
感
染
者
の
う
ち
入
院
に
よ
る

治
療
を
必
要
と
す
る
人
び
と
が
、
速す

み

や
か
に
入
院
治
療
を
受
け
ら

れ
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
条
件
と
す
る
。
一
定

数
の
空
き
病
床
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
を
つ
ね
に
モ
ニ
タ
ー
し
、

病
床
の
ṧひ

っ

迫ぱ
く

の
状
況
に
応
じ
て
平
時
モ
ー
ド
へ
の
移
行
を
休
止
す

る
な
ど
と
い
っ
た
、
柔
軟
な
対
応
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
模
倣
せ
よ

な
お
、
日
本
全
国
で
一
日
一
〇
〇
〇
万
～
二
〇
〇
〇
万
件
と
い

う
規
模
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
抗
原
検
査
を
含
む
）
な
ど
を
実
施
す
る

体
制
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
韓
国
の
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式

や
東
京
都
医
師
会
の
「
地
域
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
」、
現
在
検
討
中

の
歯
科
医
師
や
医
学
部
等
の
研
究
室
、
ア
メ
リ
カ
Ｎ
Ｙ
方
式
の
薬

局
の
活
用
も
あ
る
が
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
実
施
方
法
も
参
考
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図表2 新型コロナ・V字回復プロジェクト

簡易検査キット
5～9兆円（仮）
（低価格化を見込み1/10で試算）

検査体制
3兆円（仮）
（人件費・能力開発）

検査数1日1万件（従来）
1000万件 6カ月間 実施

全国民が定期的に検査（2週間に1回）
 陽 性 　　隔離・治療
擬陽性　　再検査
 陰 性 　　社会活動・経済活動
（継続的に）



に
な
る
で
あ
ろ
う
。
総
選
挙
で
は
、
一
日
に
全
国
で
約
五
〇
〇
〇

万
人
の
国
民
が
町
々
の
投
票
所
で
五
分
ほ
ど
投
票
を
行
な
う
が
、

投
票
所
に
人
び
と
が
押
し
か
け
て
大
混
雑
し
て
い
る
事
態
は
あ
ま

り
見
た
こ
と
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
一
日
に
一
〇
〇
〇
万
人
～
二
〇
〇
〇
万
人
の
国

民
が
町
々
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
な
ど
の
五
分
程
度
の
用
事

を
行
な
う
こ
と
も
、
そ
れ
ほ
ど
混
乱
な
く
実
施
す
る
こ
と
は
不
可

能
な
こ
と
で
は
な
い
は
ず
だ
。
場
所
も
、
投
票
所
に
な
る
よ
う
な

体
育
館
や
公
民
館
な
ど
が
候
補
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
検
査
所
で

の
感
染
を
避
け
る
た
め
、
屋
内
な
ら
換
気
は
し
っ
か
り
行
な
い
、

ま
た
、
人
と
人
と
の
間
隔
を
あ
け
る
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
れ
で
も
、
あ
る
時
間
帯
（
た
と
え
ば
開
場
時
）
に
多
く
の

人
が
集
ま
り
す
ぎ
る
と
集
団
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
の
で
、

検
査
の
時
間
帯
を
細
か
く
分
け
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

一
つ
の
案
と
し
て
は
、
年
齢
（
小
学
生
の
子
を
連
れ
た
親
、
二

十
～
二
十
四
歳
、
六
十
五
～
七
十
歳
な
ど
）
あ
る
い
は
住
所

（
例
：
〇
〇
町
〇
番
地
）
ご
と
に
、
対
象
と
な
る
検
査
時
間
を
割

り
振
る
工
夫
が
考
え
ら
れ
る
。
年
齢
や
住
所
別
の
人
口
数
は
市
区

町
村
が
把
握
し
て
い
る
の
で
、
ど
の
年
齢
・
住
所
に
ど
う
検
査
時

間
を
割
り
当
て
る
と
混
雑
を
回
避
で
き
る
か
は
す
ぐ
計
算
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
来
場
者
の
年
齢
や
住
所
は
、
免
許
証
や
保
険

証
な
ど
の
身
分
証
明
書
で
簡
単
に
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
れ
だ
け
大
規
模
な
検
査
を
全
国
で
行
な
う
に
は
、
当
然
な
が

ら
相
当
数
の
人
員
と
資
材
を
確
保
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
人
員

に
つ
い
て
は
、
医
師
、
看
護
師
等
の
医
療
専
門
家
だ
け
で
は
検
査

要
員
が
圧
倒
的
に
不
足
す
る
た
め
、
時
限
的
な
特
別
措
置
と
し

て
、
一
定
の
研
修
を
受
け
た
医
療
無
資
格
者
も
医
師
等
の
監
督
の

下
で
検
査
を
行
な
う
こ
と
を
認
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、

検
査
拡
大
を
公
共
事
業
の
一
種
に
位
置
付
け
、
外
出
制
限
や
営
業

自
粛
に
よ
っ
て
職
や
収
入
を
失
っ
た
方
々
を
優
先
的
に
雇
用
し

て
、
検
査
拡
充
に
必
要
な
人
員
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
す
る
。

ま
た
、
資
材
の
確
保
を
妨
げ
る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
を
で
き

る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
え
る
よ
う
、
官
邸
を
中
心
に
関
係
省

庁
、
都
道
府
県
お
よ
び
協
力
団
体
な
ど
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
検
査
緊
急
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
、
一
体
と
な
っ
て

資
材
調
達
、
実
施
、
検
査
結
果
の
集
約
・
分
析
な
ど
を
行
な
う
こ

と
を
提
言
す
る
。
な
お
、
検
査
体
制
の
拡
充
に
は
予
算
が
必
要
で

あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
緊
急
提
言
で
は
、
①
精
度
の
高
い
検
査
キ
ッ

ト
の
開
発
普
及
・
低
価
格
化
で
予
算
五
～
九
兆
円
（
仮
）、
②
検

査
体
制
の
整
備
（
人
件
費
、
検
査
人
材
の
能
力
開
発
を
含
む
）
で
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予
算
三
兆
円
（
仮
）
を
見
込
ん
で
い
る
。

徹
底
し
た
初
動
が「
出
口
戦
略
」の
決
め
手

フ
ラ
ン
ス
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
首
相
は
五
月
十
一
日
以
降
、
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
の
制
限
緩
和
を
行
な
い
、
一
週
間
に
七
〇
万
件
の
検
査
を

め
ざ
す
と
表
明
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
感
染
症
学
者
チ
ー
ム
は

一
日
一
〇
〇
〇
万
件
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
は
三
〇
〇
〇
万
件

／
週
の
検
査
を
提
言
す
る
動
き
が
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
経
済
学
会
で

重
鎮
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ポ
ー
ル
・
ロ
ー
マ
ー
教
授
も
一
日
二

〇
〇
〇
万
件
の
検
査
を
提
言
。
す
で
に
ア
メ
リ
カ
で
は
五
月
中
に

検
査
を
二
〇
〇
万
件
／
週
に
拡
大
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
わ

が
国
で
も
、
地
域
や
職
種
を
選
別
し
な
が
ら
、
試
行
的
な
実
験

（
例
：
都
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
テ
ス
ト
）
を
含
め
、
ま
ず
は
一
日

五
万
件
か
ら
で
も
検
査
を
行
な
い
、
検
査
件
数
や
検
査
体
制
を
抜

本
的
か
つ
段
階
的
に
拡
充
し
、
徐
々
に
で
も
自
由
に
経
済
活
動
が

で
き
る
人
び
と
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

免
疫
の
有
効
性
や
期
間
に
関
す
る
論
争
も
あ
る
が
、
そ
の
論
争
に

決
着
が
つ
き
、
免
疫
の
期
間
が
長
い
場
合
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
一
度
感
染
し
て
回
復
し
た
者（
一
定
期
間
経
過
後
）や
抗
体
検

査
で
一
度
陽
性
で
あ
れ
ば
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
陰
性
証
明
書
な
ど
の

更
新
頻
度
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
し
か
も
、途
中
で

ワ
ク
チ
ン
開
発
に
成
功
す
れ
ば
、そ
れ
も
利
用
で
き
よ
う
。

同
時
に
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
み
で
な
く
、「
治
療
法
」

の
開
発
も
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
後
、
症
状
の
発
展
段
階
に
お
い
て
、
既
存
の
医
薬
品
の
う
ち

効
果
的
な
も
の
、
そ
の
組
み
合
せ
や
処
方
の
量
・
頻
度
な
ど
で
適

切
な
治
療
法
を
開
発
し
、
致
死
率
を
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

水
準
以
下
に
ま
で
引
き
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
命
と
経
済
の

ト
レ
ー
ド
オ
フ
は
解
消
で
き
、
通
常
の
経
済
活
動
を
取
り
戻
せ
る

と
い
う
視
点
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
途
半
端
な
戦
略
で
、

ウ
イ
ル
ス
を
適
切
に
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
外
出
制
限
や

社
会
的
距
離
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）
な
ど
の
対
策
を

緩
め
た
場
合
、（
夏
ご
ろ
に
感
染
が
一
時
的
に
収
束
に
向
か
っ
て

も
再
び
秋
・
冬
以
降
に
）
第
二
波
や
第
三
波
の
感
染
拡
大
が
発
生

し
、
そ
の
対
策
が
一
年
半
以
上
も
継
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
コ
レ
イ
ア

氏
ら
の
研
究
も
参
考
に
、
初
期
段
階
か
ら
徹
底
し
た
「
検
査
」
と

「
隔
離
」
を
行
な
い
、
で
き
る
限
り
早
く
経
済
を
正
常
化
す
る
戦

略
を
採
用
す
る
ほ
う
が
、
時
間
軸
で
の
経
済
的
ダ
メ
ー
ジ
の
合
計

は
小
さ
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
は
ず
だ
。
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